
グループホームそら　　利用料金表 令和6年4月～

基本利用料 料金（１割の場合）

（介護度） ※標準月額負担（１月３０日として計算）

（１割負担） （２割負担） （３割負担）

・要支援２ ２２，８３０円 ４５，６６０円 ６８，４９０円   ７６１円／日

・要介護１ ２２，９５０円 ４５，９００円 ６８．８５０円   ７６５円／日

・要介護２ ２４，０３０円 ４８，０６０円 ７２，０９０円   ８０１円／日

・要介護３ ２４，７２０円 ４９，４４０円 ７４，１６０円   ８２４円／日

・要介護５ ２５，２３０円 ５０，４６０円 ７５，６９０円   ８４１円／日

・要介護５ ２５，７７０円 ５１，５４０円 ７７，３１０円   ８５９円／日

料金（１割の場合）

　　３０円／日

　１２０円／日

　４００円／回

　　　３円／日

　　２２円／日

　　３０円／月

　　２０円／月

　　３０円／月

　１００円／月

　２５０円／回

　　１０円／月

　　　５円／月

　２４０円／日

　　１０円／月

　　２６４円／日
普通食 ムース食

朝 ３９０円／食 ５５０円／食
昼 ５３５円／食 ８００円／食 　・理美容代
夕 ５２０円／食 ７５０円／食 　・個人の嗜好品など

合計 １，４４５円/日 2，１００円／日
居住費（水熱水費） ・個室　　４４，０００円／月

　（参考）標準月額負担

　　　　　　　８５，４００円（住居費、食事代）　＋　基本利用料、加算、実費

※　標準月額は、１カ月３０日として計算したものです。

※　基本利用料と加算の利用者負担額は、介護保険の負担割合に基づく額となります。

ご不明な点は、下記の事業所までご連絡ください。

協力医療機関と、入居者等の同意を得て病歴等の情報を共有します。

医療機関へ退居した際同意を得て入居者の心身の状況生活歴等提供します。

感染症の発生時等に協力医療機関等と連携し適切に対応し、医療機関または医師
会が定期的に行う院内感染対策に関する研修または訓練に1年1回参加します。

施設内で感染した高齢者に対して必要な医療ケアを提供し施設内で療養をします。

　高齢者施設等感染対策向上加算
（Ⅱ）

定期的に感染対策に関する研修に参加し、助言や指導を受け感染者が出
た場合感染制御等の実地指導をうけます。

介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 上記料金表で算定した単位数の11．1％単位数。介護職員の賃金改善を実施。

介護職員等特定処遇改善加算
（Ⅰ）

上記料金表で算定した単位数の３．１％単位数。介護職員等の賃金改善を実施。

介護職員等特定ベースアップ等支
援加算

上記料金表で算定した単位数の２．３％の単位数。介護職員等の賃金改善を実施。

※入院時費用 所定単位数に変えて１月６日を限度として算定

食　 事　 代

実費
　・おむつ代

（介護予防）認知症対応型共同生活介護費（Ⅰ）

加算項目 内容・条件

　２００円／月

口腔衛生管理体制加算 歯科衛生士が口腔ケアの助言・指導に定期的に訪問します

若年性認知症利用者受入加算 若年性認知症の診断を受けた方で６５歳の誕生日の前々日迄

退居時相談援助加算 １ヶ月以上入居し、退居後居宅サービス利用予定の方の援助

認知症専門ケア加算（Ⅰ） 認知症介護実践リーダー研修修了者を配置し専門的ケアを実施

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 介護福祉士７割か１０年以上の介護福祉士25％以上在籍

生活機能向上連携加算（Ⅱ）
リハビリ職が定期的に訪問し、生活機能の向上を目的に計画書を作成し、
評価します。

生産性向上推進体制加算（Ⅱ）
安全性向上やサービスの質の向上の面から、改善に向けた委員会を設置
し積極的に介護ソフトや見守り等の機器、介護用品を活用していきます。

グループホームそら　　　０９９６－２２－６８００

初期加算 入居３０日及び１ヶ月以上の入院後再入居後３０日

栄養管理体制加算 管理栄養士が定期的に栄養面の助言・指導を行います

口腔・栄養スクリーニング加算 入居時、及び６カ月毎に職員が栄養状態を確認します

科学的介護推進体制加算
利用者ごとの心身の状態などの基本的情報を厚生労働省へ提出し、サー
ビス提供に当たっての必要な情報を活用します。 　　４０円／月

協力医療連携加算

退居時情報提供加算
　高齢者施設等感染対策向上加算

（Ⅰ）

新興感染症等施設療養費


